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生徒や保護者、地域社会との
信頼関係を築き上げるために

深谷という 「ふるさとに誇りを もち、輝かしい未来に向かって、躍動し続ける生徒」であれ！

【第２学期終業式の「校長式辞」から】 本年も、よろしくお願い致します。
漢字１文字で一年の世相を表す恒例の「平成２７年の漢字」は「安」が選ばれましたが、その選ばれた理由として、

世界で多発しているテロからイメージされる「不安」を一番にあげている
人が多かったようです。
本年も、教職員の英知を束ね、「不安」→「安堵」→「安心」→「安全」

→「平安」が保持できる学校づくりに努めますので、心温まる御協力と適
切な御支援をお願い致します。
昨年の暮れ、パリの同時テロで襲撃された喫茶店の様子がテレビ中

継されていました。そのお店の隅には、「竹」が飾ってありました。
フランスでは、困難に屈しない精神を表現したい時に、「竹」を飾る風

習があります。竹は弱々しくみえますが、風や雨にも強く、折れません。
人も竹の如く折れない、しなやか人生を築くために、竹を飾るようです。
平成２７年から２８年へ、未年から申年へと移り変わり、新年という節目

を迎えます。その節目を頑丈にするためにも、竹の如く、大地に根を張
り、しなやかな対応が求められます。これから、本格的な真冬を迎え、
寒い日が続きます。「結果がでない」からと言って、諦めるのではなく、今は、未来のために根を張る時期と自分に言
い聞かせ、小さな努力を積み重ねる深中生であってほしいと思います。

平成２７年12月24日（木）の第二学期終業式の中で、各学年の
代表者が、力強い決意と抱負を述べました。その一部を紹介します。

吉岡 朋花さん 三学期は、学年のまとめの学期です。そのまとめとしてふさわしい学期になるよう、２学期の反省
を生かし、立てた目標を意識しながら生活していきます。また、大きな声で挨拶、返事をしたり、提
出物を忘れないようにするなど、「あたりまえのことをあたりまえ」にできるようにしたいです。そして、
いつも、そばにいてくれる仲間と共に、少しずつ、確実に成長していける３学期になるよう、小さな

努力を続けていきます。（１年３組） 新年・３学期に向けて

倉澤 達矢くん 僕にとっての２学期は、挑戦ばかりの学期でした。そう思えた出来事が２つあります。１つは、挙
手・発言が増えたことで、もう１つは、音楽会で実行委員になったことです。これらのことは、ほんの
小さな出来事に過ぎませんが、３学期は、学級委員としてさらに挑戦を増やし、自分だけでなく、学
級・学年を良くしていきたいです。今、２学年は挙手・発言が少ない、自主学習の中身が未熟とい
った課題があります。この２点をしっかりと改善し、３年生へとつなげていきたいです。（２年３組）

佐藤 拓弥くん 僕たちにとって、今年の深中三大行事は特別なものとなり、僕たちの心に思い出として残りまし
た。「やり遂げた」という、その思い出は、受験に臨むための糧となっています。また、「２学期を境目
に広場の学問から洞窟の学問に変わる」とは、宇山学年主任の言葉ですが、今、その意味が何と
なく分かり、実感できています。そして、２学期を通じて、大きな行事には表に立つ人、裏で支えて
いる人など、数々の人々が関わっていることも学びました。最高学年の生徒として、毎日、色々な人
々から支えられていることを忘れず、受験に向け、頑張っていきたいです。（３年３組）

今年度は、１２月１５日からの３日間、４１の事業
所に御協力をいただき、１５３名の２年生が「社会

体験チャレンジ事業」に挑戦しました。素直で明るく、穏やかな２年生
が、地域の方々に見守られ、瞳輝く３日間でした。事業所による総合
評価も、概ね満足という高い評価をいただきました。改めて、第2学年
の「社会体験チャレンジ」を支えてくれた各事業所の皆様に感謝申し
上げます。また、本事業は、志高く、夢を語る式、学年全体「志高式」

（２月３日開催）で完結を迎えます。御期待ください。

夢の実現!!

「二学期を振り返って」

2年生が「社会体験チャレンジ事業」に挑戦！

安安

聞いて、聞いて！

凄いんだよ。お兄ちゃんと

お姉ちゃんはね、あそこの大

きな白い建物から来たんだよ。

でっかいよね。早く、あそこへ

行きたいな。

【校訓】「独立自尊」－自ら考え、 誇りを持って行動し、明日の未来を切り拓く

本校の三大行事である「文化発表会」・「体育祭」、そして「校内音楽
会」が見事なまでに、大成功を収め、生徒会の活動方針は、「志・自ら踏
み出す第一歩」から「考動力・誰もが意志を持ち、向上し続ける学校へ」と
引き継がれました。
昨年の、平成２７年１１月２４日の全校朝会では、「高田 愛」新生徒会長

が、本校の現状と課題を見極め、力強い所信表明を行いました。考えて行
動する「考動力」は、本校の教育目標「自ら考え、学び続ける生徒」の育成
に寄与する力、源です。新本部役員の皆さんの活躍に期待します。
旧生徒会本部役員の皆さん、お疲れ様でした。

平成２７年度の青少年健全育成深谷市民大会で最優秀賞
に輝いた「柏坂康成」君は、生徒会本部役員として関わった生
徒会活動を振り返り、「知るチャンス」の重要性を訴えました。
柏坂君は、３年後に得る参政権について、選挙に関する知識や政治的判断を向上さ

せるために、日々の生活から「知る」ことの大切さを堂々と主張し、会場から大きな拍手
を受けていました。また、柏坂君の主張は、生徒一人一人が、生徒会活動の方向性を
「知る」ことで、自ら考え、行動し、より良い深谷中学校の実現に関われることを立証して
くれています。それにしても、柏坂君の発表は、堂々としていて、政治家のようでした。

第３回は、１月３０日（土）です。

【平成28年１月の行事予定】
授業日数：１５日

日 曜 主 な 学 校 行 事
8 金 第３学期始業式 職員会議 学年会
12 火 実力テスト・明けテスト 給食開始
13 水 登校指導・アルミ缶回収 生徒会専門委員会 避難訓練
14 木 学年朝会 いじめ非行防止ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 外国語ブロック別研修会
15 金 第３回PTA理事会・PTA新年会 給食試食会
20 水 生徒朝会（給食委員会）
22 金 私立高校受験中心日 新入生説明会
27 水 ２年クラス別「志高式」・学級懇談会
28 木 １年スキー教室保護者説明会・学級懇談会
30 土 第３回ＰＴＡ資源回収 予備日（31日）

三学期の合い言葉は、「逆さ三猿（見て、聞い
て、話そう）」です。逆さ三猿で年度末の総括を!

青少年健全育成深谷市民大会で、「最優秀賞」に輝く！

後期生徒会の活動方針決まる！

高田 愛 新生徒会長所信表明 考動力・誰もが意志を持ち、向上し続ける学校へ

皆さんは、「こうどうりょく」と聞いて、どんな漢字を思い浮かべますか。おそらく皆さんが

思い浮かべる漢字は、「行う・動く・力」の「行動力」だと思います。しかし、今年度の後期

生徒会活動方針の漢字は、「考える」ことを敢えて強調し、「考える・動く・力」を意味する

「こうどうりょく」にしました。なぜなら、皆さん自身が、自ら考え、自らの意志で動いてこそ、

より良い深谷中学校が実現するからです。

第２回資源回収（11/28）

売上金：３８９,７９０円

奨励金：１４３,０４０円

合 計：５３２,８３０円

いよいよ、受験本番です。
◇ 試験は、朝の９時頃から始まり、午後３
時頃まで続きます。

○ 学習時間を朝型にかえましょう。
○ 長時間の入試に耐えられる気力と体力
を鍛錬していきましょう。 集中と持続

フィルタリングの
設定を!!


